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市
で
は
、
市
民
の
知
る
権
利
を
保

障
す
る
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
市
政

の
推
進
を
図
る
た
め
「
つ
く
ば
み
ら

い
市
情
報
公
開
条
例
」
に
基
づ
く
情

報
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
基
本
的
人
権
を
守
る
た

め
、
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報

を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
自
己
の
個

人
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
を
保
障
す

る
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
個
人
情
報
保

護
条
例
」
も
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
条
例
の
運
用
に
つ
い

て
、
平
成
24
年
度
の
実
施
状
況
を
公

○
情
報
公
開
制
度

公開結果 件数

公開 １

部分公開 ４

非公開 ０

合計 ５

◆
決
定
状
況　

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
情
報
公
開
条
例

に
基
づ
く
、
公
開
請
求
に
関
す
る
決

定
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

公
開
請
求
件
数
５
件
の
う
ち
、
公

開
・
部
分
公
開
を
決
定
し
た
も
の
が

５
件
、
非
公
開
が
０
件
と
い
う
状
況

で
し
た
。

◆
請
求
先
の
内
訳

　

市
長
部
局
あ
て
が
４
件
（
政
策
秘

書
課
１
件
、
生
活
環
境
課
２
件
、
都

市
計
画
課
１
件
）、
農
業
委
員
会
あ
て

が
１
件
と
い
う
状
況
で
し
た
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
く
、
開
示
請
求
に
関
す

る
決
定
状
況
は
、
市
長
部
局
（
市
民

窓
口
課
）
あ
て
の
開
示
請
求
件
数
１

件
に
対
し
て
、
不
存
在
の
決
定
と
い

う
状
況
で
し
た
。

　

  

伊
奈
庁
舎
総
務
課　
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問

つ
く
ば
み
ら
い
市
情
報
公
開
制
度
・

　
　

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

表
し
ま
す
。　

み
ら
い
平
配
水
場
が
完
成

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
情
報
公
開
制
度
・

　
　
　
　
　
　

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

　

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
で

は
、
市
民
の
組
合
行
政
参
加
の
促
進

と
開
か
れ
た
組
合
行
政
の
実
現
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
取
手
地

方
広
域
下
水
道
組
合
情
報
公
開
条

例
」
を
、
ま
た
、
公
正
で
信
頼
さ
れ

る
組
合
行
政
を
推
進
し
、
個
人
の
基

本
的
人
権
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組

合
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
条
例
に
伴
う
平
成

24
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
ま

す
。

○
情
報
公
開
制
度

　

請
求
件
数
１
件
の
う
ち
、
部
分
開

示
を
決
定
し
た
も
の
が
１
件
で
し

た
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度

　

個
人
情
報
の
開
示
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
  

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

総
務
課　
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問

〜
水
道
の
安
定
供
給
を
開
始
〜

　

こ
の
ほ
ど
、
み
ら
い
平
地
区
へ
水

道
水
を
供
給
す
る
た
め
の
「
み
ら
い

平
配
水
場
」
が
完
成
し
、５
月
27
日
、

片
庭
市
長
は
じ
め
関
係
者
約
30
人
が

出
席
し
、竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
配
水
場
は
、
平
成
23
年
12
月

に
着
工
し
、
今
年
３
月
末
に
竣
工
、

４
月
か
ら
み
ら
い
平
地
区
の
一
部
区

域
４
０
０
０
人
以
上
の
方
に
配
水
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
建
設
費
用
は
、

約
11
億
円
で
、
３
分
の
１
は
国
の
補

助
、
３
分
の
２
は
茨
城
県
の
負
担
金

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
大
き
な
特
徴
は
、
大

地
震
に
も
対
応
で
き
る
耐
震
性
と
、

震
災
時
に
も
飲
料
水
と
消
防
用
水
の

最
低
限
の
備
蓄
が
可
能
な
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。
震
災
時
に
は
、
市

民
約
５
万
人
の
３
日
分
の
飲
料
水

（
５
０
０
㎥
）
が
確
保
で
き
ま
す
。

　

竣
工
式
で
片
庭
市
長
は
「
こ
の
最

新
式
の
配
水
場
の
完
成
に
よ
り
、
み

ら
い
平
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
弾

み
が
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
市
全
体

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
端
を
担
う
こ

と
も
可
能
と
な
り
、
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。　

災
害
時
の
緊
急
救
援
物
資

　
　
　
　
　
　

輸
送
体
制
を
確
保

　

市
で
は
、
大
規
模
な
災
害
時
に
、

食
糧･

生
活
必
需
品
・
衣
料
品
・
防

災
資
機
材
な
ど
の
緊
急
救
援
物
資
輸

送
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
茨
城
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
常
総
支
部
（
高た
か
つ
か塚

孝こ
う
い
ち一

支
部
長
）
と
「
災
害
時
の
緊
急

救
援
物
資
輸
送
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
調
印
式
で
「
茨
城
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
常
総
支
部
様
と
本
協
定

▷
配
水
池
の
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
う
片
庭
市
長
（
中
央
）
と
関
係
者

の
皆
さ
ん

▷
協
定
書
を
調
印
し
た
平ひ
ら
た田

三さ
ぶ
ろ
う郎

副

支
部
長
（
左
）
と
片
庭
市
長
（
右
）

を
取
り
交
わ
す
こ
と
は
、
社
会
の
安

心
・
安
全
を
守
る
立
場
と
し
て
、
誠

に
心
強
く
、
ま
た
、
大
変
嬉
し
い
限

り
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。


